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３
月
１
日
（
金
）
～
７
日
（
木
）
の
１
週
間
、

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ

な
い
」
を
統
一
標
語
に
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
残
り
、
家
庭
や
職
場
で

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
で
火
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
、
ま
た
空
気
が
乾
燥
し
、
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火

の
用
心
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る

　７
つ
の
ポ

イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▽
防
炎
製
品　

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製

品
を
使
用
す
る
。

▽
住
宅
用
消
火
器　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消

す
た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る
。

▽
協
力
体
制　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
作
る
。

　

林
野
火
災
は
春
先
に
多
く
、
特
に
土
・
日

曜
日
を
中
心
に
発
生
し
、
出
火
原
因
の
多
く

は
「
た
き
火
」
や
「
火
入
れ
」、「
た
ば
こ
」

な
ど
の
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
や
不
始
末

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

失
火
に
よ
る
林
野
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ド
ラ
イ
ブ
で
入
山
す
る

方
は
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な

い
な
ど
、
マ
ナ
ー
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
が
発

令
さ
れ
て
い
る
時
は
、
思
い
が
け
な
い
飛
び

火
や
急
激
な
火
勢
の
拡
大
と
な
り
、
大
火
災

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
火
気
の
使
用
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。

　

森
林
は
一
度
焼
失
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の

回
復
に
は
長
い
年
月
と
多
く
の
労
力
を
要
し

ま
す
。
林
野
火
災
の
多
く
は
一
人
ひ
と
り
の

注
意
で
そ
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
林
野
に
お
け
る
火
気
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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　情
報
発
信

質
問
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
新
を

　

答
弁　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平
成
25
年
の
３
月

を
目
途
に
一
新
す
る
予
定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
を
行
う
た
め
に
は

非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
新
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
公
開
ま
で
の
時
間
を
短
縮
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
や
内
容
も

わ
か
り
や
す
く
て
使
い
や
す
い
も
の
に
再
構
築
す

る
と
と
も
に
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

 

審
議
の
結
果

◎
12
月
３
日
同
意
分
・
選
挙
分

▼
関
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

新
任　

奥
村
陽
子
（
神
野
）
任
期
４
年

▼
関
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙　

委
員
４
人
、
補
充
員
４
人

▼
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

の
選
挙　

関
市
長　

尾
関
健
治

◎
12
月
11
日
承
認
分
・
可
決
分

▼
専
決
処
分
の
承
認
《
平
成
24
年
度
関
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）》
▼
関
市
総
合
福
祉
会

館
条
例
等
の
一
部
改
正

◎
12
月
21
日
可
決
分

▼
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
《
関
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
策
定
審
議
会
条
例
、
関
市
道
の
構
造
の

技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
、
関
市
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
た
め
に
特
定
道
路

が
満
た
す
べ
き
基
準
を
定
め
る
条
例
、
関
市
準
用

河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め

る
条
例
、
関
市
道
に
設
け
る
案
内
標
識
等
の
寸
法

を
定
め
る
条
例
、
関
市
景
観
計
画
策
定
審
議
会
条

例
、
関
市
都
市
公
園
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必

要
な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
、
関
市
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準

及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

基
準
に
関
す
る
条
例
》
▼
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
《
関
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
、
関
市
都
市
公
園
条
例
、
関
市
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
》
▼
関
市
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
▼
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
《
関
市
国
民
健
康
保
険
津

保
川
診
療
所
及
び
関
市
国
民
健
康
保
険
上
之
保
出

張
診
療
所
、
ア
ピ
セ
・
関
及
び
関
市
勤
労
会
館
、

中
濃
公
設
地
方
卸
売
市
場
、
関
市
立
篠
田
桃
紅
美

術
空
間
》
▼
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
▼
平
成

24
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
▼

平
成
24
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
《
国
民
健
康
保

険
（
第
２
号
）、
下
水
道
（
第
２
号
）、
財
産
区
（
第

２
号
）、
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
（
第
２
号
）、
農
業

集
落
排
水
事
業
（
第
２
号
）、
公
設
地
方
卸
売
市

場
事
業
（
第
１
号
）、
介
護
保
険
事
業
（
第
２
号
）、

簡
易
水
道
事
業
（
第
２
号
）、
有
線
放
送
事
業
（
第

１
号
）、
後
期
高
齢
者
医
療
（
第
２
号
）》
平
成
24

年
度
関
市
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
次
代
を
担
う
若
者
世
代
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

※
次
回
、
平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月

21
日
（
木
）
か
ら
開
会
す
る
予
定
で
す
。

■
照
会
先　

議
会
事
務
局　
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